
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

。
【請求項２】
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受信した同一の信号を２系統以上に分配し、各々の系統で復調して得られた複数のデータ
ストリーム（データ、クロック）を受け取り、該データストリームのうちの１系統を選択
し出力するデジタルデータ切替部を備えるデジタル受信装置において、該デジタル受信装
置のデジタルデータ受信部に、２系統以上入力されるデータストリームをその系統のクロ
ックで一時記憶する記憶部と、該記憶部に一時記憶されたデータストリームを各系統同時
に読み出すデータ読み出し制御部と、読み出されたデータストリームのうちの１系統を選
択し出力する選択部と、該選択部で選択しデジタルデータ受信装置から出力するデータス
トリームと対で出力されるクロックを生成するクロック制御部とから構成されており、上
記デジタルデータ受信部のクロック制御部は、各系統のクロック周波数ｆ sの１／Ｎ（Ｎ
は正数）クロックを生成する分周器と、該各系統のクロック周波数ｆ sの１／Ｎクロック
を生成する分周器の同期をとる分周同期器と、各系統のクロック周波数ｆ sの１／Ｎクロ
ックを選択するセレクタと、該セレクタで選択されたクロック周波数ｆ sの１／Ｎクロッ
クをＮ逓倍する逓倍器とから構成されることを特徴とするデジタルデータ受信装置

受信した同一の信号を２系統以上に分配し、各々の系統で復調して得られた複数のデータ
ストリーム（データ、クロック）を受け取り、該データストリームのうちの１系統を選択
し出力するデジタルデータ受信方法において、上記２系統以上入力されるデータストリー
ムをその系統のクロックで一時記憶し、該一時記憶されたデータストリームを各系統同時



。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送局（演奏所）等から送信所に送られるデジタル放送信号を受信するＳＴ
Ｌ（ Studio Transmitter Link）受信装置及び受信方法に関し、特に、デジタル放送信号
を予備の目的で設けられた２系統以上の受信機で受信し、各系統の受信機出力信号のうち
の１系統を選択するデジタルデータ切替技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　放送局（演奏所）等から送信所に送られるデジタル放送信号を受信するＳＴＬ（ Studio
 Transmitter Link）受信装置において、デジタル放送信号を予備の目的で設けられた２
系統以上の受信機で受信し、各系統の受信機出力信号のうちの１系統を選択する系切替装
置を備えたデジタルデータ受信装置が知られている。
【０００３】
　そのような従来技術の一例として、特開平１１－１７６６９号公報には、系切替装置を
有する通信システムのクロック及び複数データの位相を同期させる位相同期回路を開示す
る。この従来技術においては、系切替装置（３）の後に位相同期回路（６）が設けられて
いる。
【０００４】
　他の従来技術の例として、特開平８－２５１１５１号公報では、系切替え回路（７）の
前にＦＩＦＯメモリ（２）を設けており、該ＦＩＦＯメモリによって切替え回路（７）に
入力される２つの系の信号どうしが同期されている。
【０００５】
　特開平１１－１７６６９号公報においては、系切替装置（３）では、入力された２つの
系のデジタル信号のクロック信号間の位相差と、随時に系を選択時の選択切換タイミング
との関係によっては、各信号に生じるジッタ量にばらつきがあること等によって、クロッ
クの欠落やデータの欠落を起こす場合がある。そのため、そのクロックの欠落やデータの
欠落が生じた系切換装置（３）から信号が出力されると、その欠落は後段の位相同期回路
（６）や光送信回路（１０）では再生できないため、データ誤りを起こした信号を送信す
ることになってしまう。
【０００６】
　一方、特開平８－２５１１５１号公報においては、ＦＩＦＯメモリ（２）の読み出し動
作を制御するための読み出し制御部（１）の１／Ｎ分周器（１２）の動作を、フレーム単
位にされた信号であるＤＡＴＡＲやＤＡＴＡＩに同期するようフレーム同期回路（３，４
）によって、フレームパルスを取り出して制御している。しかしながらＤＡＴＡＲやＤＡ
ＴＡＩをフレーム単位にしなければならず、それらをフレーム同期させる必要があること
から、フレーム同期していない信号については、この公報の技術を用いることが容易では
ない。
【０００７】
　また、デジタル放送信号を予備の目的で設けられた２系統以上の受信機で受信し、各系
統の受信機出力信号のうちの１系統を選択する系切替装置を備えたデジタルデータ受信装
置の従来の技術について図５を用いて説明する。
【０００８】
　放送局（演奏所）から送信所に送られるデジタル放送信号はＳＴＬ受信装置１のアンテ
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に読み出し、読み出されたデータストリームのうちの１系統を選択して出力し、該選択出
力するデータストリームと対で出力されるクロックを生成するものであって、上記クロッ
クの生成は、各系統のクロック周波数ｆｓの１／Ｎ（Ｎは正数）クロックを生成し、該生
成した各系統のクロック周波数ｆｓの１／Ｎクロックの同期をとり、各系統のクロック周
波数ｆｓの１／Ｎクロックを選択し、該選択されたクロック周波数ｆｓの１／Ｎクロック
をＮ逓倍することを特徴とするデジタルデータ受信方法



ナ１０で受信され、１号機と２号機の受信器２０に分配される。デジタル放送信号は受信
器２０内のダウンコンバータ２１でＩＦ信号に変換され、復調器２２で復調される。復調
器２２で復調され得られたデジタルデータは分離装置２３で、デジタルデータに含まれる
ＴＳ（ Transport  Stream）データ、ＴＳクロックに分離される。
【０００９】
　各系統の分離装置２３で分離され得られたＴＳデータ３０－２、３０－４およびクロッ
ク３０－１、３０－３は切替装置３０に入力される。切替装置３０に入力されたＴＳデー
タ３０－２、３０－４、クロック３０－１、３０－３は切替制御装置４０から出力される
切替制御信号３０－７に従い、各選択器３１で 1号機または２号機のＴＳデータおよびク
ロックが選択される。セレクタ３１で選択されたＴＳデータおよびクロックは分配器３２
で分配され、放送機５０（１号機と２号機（予備機））に出力される。
【００１０】
　図５の切替装置３０における信号波形を図６に示す。ＳＴＬ受信装置１のアンテナ１０
で受信された信号は１号機と２号機の受信器２０に分配される。１号機と２号機の受信器
２０に入力されるデータは同一であるが１号機と２号機の受信器２０間で個体差があるた
め１号機と２号機の受信器２０から出力されるＴＳデータおよびクロック（１号ＴＳクロ
ック３０－１、１号ＴＳデータ３０－２および２号ＴＳクロック３０－３、２号ＴＳデー
タ３０－４）は図６の位相差３０－ｃに示すように位相差や各々の信号毎にジッタをもつ
。
【００１１】
　具体的には図６の切替信号３０－７が「Ｈ i」のとき１号機を選択し、「Ｌｏｗ」のと
き２号機を選択するとした場合、上記のような位相差や異なるジッタをもつ信号どうしを
切替える場合、切替信号３０－７が「Ｈ i」から「Ｌｏｗ」に変化した瞬間、図５の切替
後クロック３０－５、切替後データ３０－６には図６に示すように、切替の瞬間クロック
、データに雑音が発生する。
【００１２】
　その結果、図５の切替装置３０から出力される出力ＴＳクロック３０－８、出力ＴＳク
ロック３０－１０および、出力ＴＳデータ３０－９、出力ＴＳデータ３０－１１は、図６
の雑音３０－ｄ、雑音３０－ eに示すように不連続区間が生じる。
【００１３】
　１号機で運用中、１号機の保守、点検のため２号機に切替え、１号機を停止させること
がある。この逆に、２号機から１号機に切替えることがある。この切替えを行うとＴＳク
ロック、ＴＳデータに不連続区間が生じ、これが原因で画像、音声等にフリーズ等が生じ
るという問題が生じる。
【特許文献１】特開平１１－１７６６９号公報
【特許文献２】特開平８－２５１１５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の目的は上記従来技術の問題点を解消しうるようにしたデジタルデータ受信方法
及び装置を提供することである。
【００１５】
　本発明の別の目的は、２系統以上の受信機出力信号のうちの１系統から別の系統に切り
かえる際に、受信データに不連続期間が生じないようにした、デジタルデータ受信方法及
び装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明は、デジタルデータ受信装置において、受信した同一の信号を２系統に分配し、
該２系統の受信信号をそれぞれ復調して２系統の複数のデータストリームを得て出力する
受信部と、該２系統の複数のデータストリームのうちの一方の系統の複数のデータストリ
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ームを選択して出力する切替部とを備えるものであり、また、デジタルデータ受信方法に
おいて、受信した同一の信号を２系統に分配し、該２系統の受信信号をそれぞれ復調して
２系統の複数のデータストリームを得て出力し、該２系統の複数のデータストリームのう
ちの一方の系統の複数のデータストリームを選択して出力するものである。
【００１７】
　そして、前記受信部は、前記２系統の複数のデータストリームの各々について、それぞ
れその系統のデータストリーム内のクロックで一時記憶する記憶部と、該記憶部に一時記
憶された前記２系統のデータストリームを、それぞれ同時に読み出すデータ読み出し制御
部と、前記選択部で選択され前記デジタルデータ受信装置から出力するデータストリーム
と対で出力されるクロックを生成するクロック制御部とを有するものである。
【００１８】
　さらに、本発明の一例によれば、受信部の前記クロック制御部は、前記２系統のデータ
ストリームの各々について、各系統のクロック周波数の１／Ｎ（Ｎは正数）の周波数のク
ロックを生成する分周器と、該分周器の同期をとる分周同期器と、前記分周器からの、前
記２系統のクロック周波数の１／Ｎの周波数のクロックのうちの一方を選択するセレクタ
と、該セレクタで選択されたクロック周波数の１／Ｎの周波数のクロックをＮ逓倍する逓
倍器とを有し、該分周同期器の出力クロックが前記クロック制御部の出力クロックとする
ものである。
【００１９】
　また、本発明の一例によれば、受信部のクロック制御部において、前記分周器、前記逓
倍器の定数Ｎを４～８の間のいずれかの整数とするものである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、デジタルデータの受信中に、受信機１号機２０Ａと２号機２０Ｂの切
替えを行っても、ＴＳクロック、ＴＳデータが途切れないので、画像、音声等にフリーズ
等の障害が発生しないシームレス切替え可能なデジタルデータ受信装置を実現することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明による、系切替装置を備えたデジタルデータ受信装置及び受信方法の実施
例について図を用いて説明する。図１は、本実施例による、系切替装置を備えたデジタル
データ受信装置の全体構成を示すブロック図であり、図２は図１の系切替装置の構成を示
すブロック図であり、図３は、図１，図２の各部における信号波形を示すタイミングチャ
ートである。
【００２２】
　図１のＳＴＬ（ Studio Transmitter Link）受信装置１００は、アンテナ１０で受信さ
れたデジタル放送信号に基づきＴＳ（ Transport Stream）データ及びクロックを生成して
放送機５０Ａ，５０Ｂ（１号機と２号機）に出力する。受信装置１００は１号機と２号機
の受信器２０Ａ，２０Ｂと、切替制御装置４０と、切替装置３００とを備える。受信装置
１００はアンテナ１０で受信されたデジタル放送信号を１号機と２号機の受信器２０Ａ，
２０Ｂにそれぞれ入力する。入力されたデジタル放送信号はそれぞれ、受信器２０Ａ，２
０Ｂ内のダウンコンバータ２１Ａ，２１ＢでＩＦ（ Intermediate Frequency）信号に変換
され、復調器２２Ａ，２２Ｂで復調される。復調器２２Ａ，２２Ｂで復調され得られたデ
ジタルデータはそれぞれ分離装置２３Ａ，２３Ｂで、デジタルデータに含まれるＴＳ（ Tr
ansport Stream）データ（ＤＡＴＡ）、ＴＳクロック（ＣＬＫ）に分離される。１号機の
受信器２０Ａから出力される１号ＴＳクロック３０－１（図３（Ａ））、１号ＴＳデータ
３０－２（図３（Ｂ））は１号機用の同期制御器３３Ａに入力され、そこで１号ＴＳデー
タ３０－２内の同期コードが検出される。この同期コードから１号機用メモリ３４Ａのコ
ントロール（ライトリセット）信号ＣＴＬが、同期制御器３３Ａで生成される。
【００２３】

10

20

30

40

50

(4) JP 3717173 B2 2005.11.16



　すなわち、１号ＴＳクロック３０－１と１号機同期制御器３３Ａで生成されたコントロ
ール信号ＣＴＬとに応答して、１号ＴＳデータ３０－２が１号機用メモリ３４Ａに書きこ
まれる。同様に、２号ＴＳクロック３０－３（図３（Ｃ））と２号機用同期制御器３３Ｂ
で生成されたコントロール信号ＣＴＬとに応答して、２号ＴＳデータ３０－４（図３（Ｄ
））が２号機用メモリ３４Ｂに書きこまれる。
【００２４】
　一方、クロック制御部３５では、１号ＴＳクロック３０－１と２号ＴＳクロック３０－
３がクロック制御部３５に入力される。これら入力された１号ＴＳクロック３０－１と２
号ＴＳクロック３０－３のうち、クロックセレクタ３５２により選択された一方のＴＳク
ロックをクロック制御部３５内の１逓倍のＰＬＬ（３５３－３５５）に与えて、該１逓倍
のＰＬＬにより１逓倍のクロック３０－５（図３（Ｆ））を生成し、その１逓倍のクロッ
ク３０－５によってメモリ３４Ａ，３４Ｂからデータをリードする。
【００２５】
　この１逓倍のクロック３０－５は１号機用、２号機用両方のメモリ３４Ａ，３４Ｂに入
力され、それぞれのメモリからデータを読み出すために用いられる。１逓倍のクロック３
０－５はさらに１号機用、２号機用両方のメモリ３４Ａ，３４Ｂのコントロール（リード
リセット）信号を生成するためのデータ制御部３７にも入力される。
【００２６】
　その結果、１号機用、２号機用メモリ３４Ａ，３４Ｂは、制御信号ＣＴＬと同一のクロ
ック（切替後クロック３０－５）と、同じく同一の制御信号３７１－２とでリード制御さ
れる。そこで、図２（Ｇ），図２（Ｈ）に示すようにメモリ３４Ａ，３４Ｂから出力され
る１号ＴＳリードデータ３－１７と、２号ＴＳリードデータ３－１８とは同期する。
【００２７】
　そのため、仮に切替制御装置４０からの切替信号３０－７（図３（Ｅ））によるタイミ
ング３０－ｉに応答して、選択器３１において選択的に出力するデータを、１号と２号の
ＴＳデータ３－１７，３－１８のうちの一方から他方へ（例えば、ＴＳデータ３－１７か
ら３－１８へ）切替える場合に、クロック制御部３５とデータ制御部３７とで実際に切替
えがうまく行うことができるタイミング３０－ｊが得られることとなる。
【００２８】
　すなわち、選択器３１では、クロック制御部３５からの１逓倍のクロック３０－５を基
に生成された、切替え信号３７２－１に従い、１号ＴＳリードデータ３－１７または２号
ＴＳリードデータ３－１８をタイミング３０－ｊにおいて切替え選択し、選択器３１から
データ３０－６が出力される。
【００２９】
　その結果、出力ＴＳクロック３０－８、出力ＴＳクロック３０－１０の両方が、クロッ
ク制御部３５内の１逓倍のＰＬＬで生成されたクロック３０－５に基づいた同一のクロッ
クとして出力される。そして、選択器３１において出力ＴＳデータ３０－９、出力ＴＳデ
ータ３０－１１は、図３（Ｇ）から図３（Ｊ）に示すように、ＴＳクロック３０－５に同
期した信号で切替えるので、データの切替え前後においても、データの連続性が損なわれ
ることはない。即ち、データの切替え前後においても、データの不連続区間が生じるとい
うことは無い。
【００３０】
　図１に示す切替装置３００のクロック制御部３５、データ制御部３７の具体的な構成例
及びその動作について図２及び図４を用いてより詳細に説明する。
【００３１】
　クロック制御部３５では、入力された１号ＴＳクロック３０－１が分周器３５１Ａで周
波数が１／Ｎに分周される。また、入力された２号ＴＳクロック３０－３も同様に分周器
３５１Ｂで周波数が１／Ｎに分周される。１号ＴＳクロック３０－１用分周器３５１Ａと
２号ＴＳクロック３０－３用分周器３５１Ｂは、お互いにその出力で相手の分周動作をリ
セットするような分周同期器を有したものとして構成されている。
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【００３２】
　１号ＴＳクロック３０－１の周波数を１／Ｎに分周して得たクロック３５１－１と２号
ＴＳクロック３０－３の周波数を１／Ｎに分周して得たクロック３５１－３は、それぞれ
分周器３５１Ａ，３５１Ｂから出力される。これらクロック３５１－１と３５１－３はク
ロックセレクタ３５２へ入力されて、切替制御装置４０から出力される切替制御信号３０
－７に従いクロックセレクタ３５２でいずれか一方が選択出力される。クロックセレクタ
３５２で選択出力された分周クロックは分周器３５３の１／１分周器３５３－１を介して
そのまま位相比較器３５４に入力される。位相比較器３５４の出力はＶＣＯ（ voltage co
ntrol oscillator）３５５に与えられ、ＶＣＯ３５５は、入力された信号に応じたクロッ
ク周波数のクロック信号を出力する。ＶＣＯ３５５の出力クロック信号は分周器３５３の
１／Ｎ分周器３５３－２で周波数が１／Ｎに分周される。分周器３５３－２で分周された
クロックの位相と、クロックセレクタ３５２で選択された分周クロック（分周器３５３－
１の出力クロック）の位相とが位相比較器３５４で比較され、その位相差に応じた信号が
位相比較器３５４から出力される。
【００３３】
　データ制御部３７では、メモリリード制御器３７１が、ＦＩＦＯメモリ３４Ａ，３４Ｂ
をリード制御するためのタイミング信号３７１－１をデータ選択制御器３７２に出力する
。データ選択制御器３７２は、メモリリード制御器３７１からのデータの切替可能なタイ
ミングを示すタイミング信号３７１－１と、クロックセレクタ３５２からの信号（クロッ
ク選択情報）３５－１とに基づき選択器３１にデータ選択情報３７２－１を出力する。
【００３４】
　ここで、前述の分周器３５１Ａ，３５１Ｂ，３５３－２の分周比Ｎとしては、例えば、
４～８の範囲の整数に設定しておくことが好ましい。すなわち、そのように分周比Ｎを設
定しておくことで、前記位相比較器３５４と前記ＶＣＯ３５５の動作をなるべく安定させ
、かつ、前記メモリ３４Ａ，３４Ｂ、前記メモリリード制御器３７１、前記分配器３２に
供給される同期クロック３０－５の周波数精度を高めることができる。すなわち、前記同
期クロック３０－５の周期を最適なものとし、前記データ選択制御器３７２から出力され
るデータ選択情報３７２－１の遅延を最小にすることができる。
【００３５】
　図２の構成の詳しい動作について、図４（Ａ）～図４（Ｍ）の信号波形を参照して説明
する。分離装置２３で分離された１号ＴＳクロック信号３０－１は、図４（Ａ）のように
矩形波のクロック信号として得られる。この図では、クロック信号３０－１はデューティ
比が５０％の矩形波としているが、デューティ比が５０％でなくともよい。この１号ＴＳ
クロック信号３０－１は分周器３５１Ａへ入力され、そこで周波数が１／Ｎに分周される
。この図の例では、クロック信号３０－１は８分周されて、その結果、デューティ比が１
２．５％の１号ＴＳ分周クロック信号３５１－１が得られる（図４（Ｂ））。なお、この
分周クロック信号３５１－１と後述の２号ＴＳクロック信号３０－３とは、それぞれ、信
号のＬＯＷレベル期間とＨＩＧＨレベル期間とが大きく異なるように、すなわちデューテ
ィ比が、例えば、１２．５％に設定されている。なお、このデューティ比は、この様に、
５０％よりも、１００％に近いかあるいは０％に近いものであることが望ましい。
【００３６】
　同様に、２号ＴＳクロック信号３０－３は、この図の例ではデューティ比が５０％の矩
形波のクロック信号として分離されると共に、その周波数が２号ＴＳクロック用分周器３
５１Ｂにより１／８に分周されることで、２号ＴＳ分周クロック信号３５１－３（図４（
Ｆ））が得られる。
【００３７】
　また、１号ＴＳクロック用分周器３５１Ａと２号ＴＳクロック用分周器３５１Ｂとは、
分周クロックにそれぞれ同期したリセット信号を出力する。すなわち、１号ＴＳクロック
用分周器３５１Ａから出力された２号ＴＳ分周リセット信号３５１－２（図４（Ｃ））は
、２号ＴＳクロック用分周器３５１Ｂのリセット信号入力端子に入力され、２号ＴＳクロ
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ック用分周器３５１Ｂから出力された１号ＴＳ分周リセット信号３５１－４（図４（Ｆ）
）は、１号ＴＳクロック用分周器３５１Ａのリセット信号入力端子に入力される。それら
リセット信号３５１－２，３５１－４は、それぞれ対応する分周クロック３５１－１、３
５１－３よりＴＳクロック信号の半位相だけ早く出力される同波形の信号とされている。
そのため、２つの分周器３５１Ａ，３５１Ｂの分周開始時期のずれが、その半位相に応じ
た所定期間以内となるようにされる。そのため、１号ＴＳクロックと２号ＴＳクロックの
より長い期間のレベルがお互いに重なる期間が、所定の期間以上になるようにすることが
でき、その重なる期間を切替可能期間（区間）Ｔ（図４（Ａ）参照）と呼ぶ。
【００３８】
　上述のように構成したことで、ＴＳクロックの周期が短い場合であっても、分周比Ｎの
大きさに応じて、切替可能期間をより長くするようにできるため、ＴＳクロックのジッタ
の影響によってＴＳデータの不連続区間が生じることなく、データを切り替えることがで
きる。
【００３９】
　以下、そのデータ切替の様子を説明する。本発明の実施例では、切替信号３０－７は、
ＴＳクロックやＴＳデータとは同期せずに、切替制御装置４０の動作にのみ応じたタイミ
ングでクロックセレクタ３５２へ入力される。そのため、クロックセレクタ３５２では、
入力された切替信号３０－７（図４（Ｇ））の切替タイミングが、そのタイミング以降の
切替可能期間の中間時点付近に遅延させた切替信号（図４（Ｈ））を生成する。そして、
該遅延された切替信号のタイミングでもって、クロックセレクタ３５２に入力された１号
ＴＳ分周クロック信号３５１－１と２号ＴＳ分周クロック信号３５１－３の一方から他方
への切替選択出力動作を行う。そうすることで、その切替選択動作の前後で、ＴＳクロッ
クが消滅したりして、ＴＳデータに不連続が生じてしまうような不具合を起こす恐れを無
くすることができる。
【００４０】
　なお、切替可能期間（Ｔ）の中間時点付近のタイミングでもってＴＳ分周クロックが切
り替わることでは、ＴＳ分周クロック周期に対する分周クロック間の位相差の割合が、Ｔ
Ｓクロック周期に対する分周クロック間の位相差の割合よりも格段に小さくなるために、
クロックセレクタ３５２の出力信号３５２－１と、ＶＣＯ３５５を１／Ｎに分周（この図
では８分周）した信号３５３－２の、上述の切替時の位相誤差も同様に小さくなるために
、ＶＣＯ３５５の出力の位相変動は、よりゆっくりとしたものとすることができる。
【００４１】
　以上説明したように本発明によれば、切替装置３００において、受信機１号機２０Ａと
２号機２０Ｂから出力されるＴＳクロック３０－１，３０－３をそのまま切替えて出力す
るのではなく、切替装置３００内部で、入力されたＴＳクロックに同期した同一周波数の
連続クロック３５１－１，３５１－３を生成し、これをＴＳクロックとして出力する。ま
た、受信機１号機２０Ａと２号機２０Ｂとから出力されるＴＳデータ３０－２，３０－４
をそのまま切替えて出力するのではなく、切替装置３００内部で、入力されたＴＳデータ
をメモリ３４Ａ，３４Ｂに取り込み、このメモリ３４Ａ，３４Ｂから読み出したデータを
切替えてこれをＴＳデータとして出力する。
【００４２】
　その結果、運用中に、受信機１号機２０Ａと２号機２０Ｂの切替えを行っても、ＴＳク
ロック、ＴＳデータが途切れないので、画像、音声等にフリーズ等の障害が発生しないシ
ームレス切替え可能なデジタルデータ受信装置を実現することができる。
【００４３】
　なお、上記実施例では、受信した同一の信号を２系統に分配し該２系統の受信信号をそ
れぞれ復調して２系統の複数のデータストリームを得、該２系統の複数のデータストリー
ムのうちの一方の系統の複数のデータストリームを選択して出力するように構成した。し
かし、本発明においては、受信した同一の信号を３系統以上に分配し、該３系統以上の受
信信号をそれぞれ復調して３系統以上の複数のデータストリームを得、該３系統以上の複
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数のデータストリームのうちの一つの系統の複数のデータストリームを選択して出力する
ように構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明のデジタルデータ受信装置の実施例の全体構成を示すブロック図。
【図２】図 1のデジタルデータ受信装置の系切替装置の構成例を示すブロック図。
【図３】本発明のデジタルデータ受信装置の動作を説明するための、信号波形を示すタイ
ミングチャート。
【図４】図２の系切替装置の動作を説明するための、信号波形を示すタイミングチャート
。
【図５】従来のデジタルデータ受信装置の一例を示すブロック図。
【図６】従来のデジタルデータ受信装置内部の動作を示すタイミングチャート。
【符号の説明】
【００４５】
１，１００　　　ＳＴＬ受信装置
１０　　　　アンテナ
２０，２０Ａ，２０Ｂ　　　　受信器
２１，２１Ａ，２１Ｂ　　　　ダウンコンバータ
２２，２２Ａ，２２Ｂ　　　　復調器
２３，２３Ａ，２３Ｂ　　　　分離装置
３１　　　　セレクタ（選択器）
３２　　　　分配器
４０　　　　切替制御装置
５０，５０Ａ，５０Ｂ　　　　放送機
３０－１　　１号ＴＳクロック
３０－２　　１号ＴＳデータ
３０－３　　２号ＴＳクロック
３０－４　　２号ＴＳデータ
３０－５　　切替後クロック
３０－６　　切替後データ
３０－７　　切替制御信号
３０－８　　ＴＳクロック
３０－９　　出力ＴＳデータ、
３０－１０　出力ＴＳクロック
３０－１１　出力ＴＳデータ
３３Ａ，３３Ｂ　　　　同期制御器
３４Ａ，３４Ｂ　　　　メモリ
３５　　　　クロック制御部
３００　　　切替装置
３５１Ａ，３５１Ｂ　　　分周器
３５２　　　クロックセレクタ
３５３－１，３５３－２　　　分周器
３５４　　　位相比較器
３５５　　　ＶＣＯ
３７１　　　メモリリード制御器
３７２　　　データ選択制御器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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